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力 力る 

—— まあ、 この 薄情が！ ちょっと お出で。 

鋪 石へ 連れ出す。 

気の利いた タキ シ ー がすぐ 側へ 乗りつ けて 来て 無言 

で 扉 を あける。 後れ 走せ に馳 けつけ た 巴 里の 巡査が 二 

人 を 軽く 押し込んで 扉 を 締める。 

—— 行 先き は 二人で よく 相談しなさい。 

そして わざと 丁寧な 挙手 をした。 

一 一人の 抜けた あとの 行列の 空所 は 直ぐ うずまった。 

基督 降誕 祭に は あと 四 五日の 土曜の 夜 だ。 高い オペ 

ラの 空気 窓から 「タイスの」 唄が 炭酸 瓦斯に まみれて 



おやじの 妻 は 驚いて 卒倒し かけて いる。 その 顔 は 

ェ ピナ アル 

菠蔆の 葉の 緑 だ。 昇降機の 中に 六 人の 男女が いる。 

機械 仕掛の こと だから 六 人が 六 人と も 同じ 時間 を 置い 

て 同じ 程度の 驚き を 見せる。 

いずれ モンパルナス あたりの 新進 美術家 の プランと 

^'才 ヴ ァヴァ リズム 

見える。 その 誇張が 新 野性 主義の 指標に 適って いて 賑 

やかで きびきび している。 見物 は 笑わない。 ただ 見惚 

れ ている。 そこに 生れる 機械で もな く 人間で もない 動 

作の リズムに 見惚れて いる。 そして 宛てられた 時間が 

切れて オスマン 通りへ 送り出され ると 其処で 始めて わ 

れに 返った。 そして 今 見た 人形の ように 手 を 上げ下げ 



した。 洋傘 を 持った 郊外の 人 も。 

みんな 飽きて いたの だ。 —— 感情で 動く 動作に も、 

経済で 動く 動作に も。 もっと 変った 動作 は 無い もの 

か？ それ を 見た の だ。 今、 百貨店、 ギヤ ラレ. ラフ ァ 

イエ ットの 飾 窓から 一 くぎりず つ 出て 来る 群集 を 待ち 

受け て 旧套な 夜 の 巴 里が 次ぎ 次ぎ に 呑んで 行く —— 。 
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